
「建設技術フェア２０２２ｉｎ中部」が開催されました
中部地方整備局

 今回で２６回目となります「建設技術フェア２０２２in中部」は、『建設現場のＤＸが未来を創る』をコンセプトに、
令和４年１０月４日・５日の両日に渡り、ポートメッセなごや 第３展示館（名古屋市港区）において開催しました。

 今回は「中部ライフガードＴＥＣ２０２２」と同時開催し、過去最高の１６，７８６人の方にご来場いただきました。
 中部技術事務所では、事業紹介ブースでのＶＲ体験・ＭＭＳやＤＳシステム、川づくりなどの紹介、災害対策用機械や

パワースーツの屋外展示、ＮＥＴＩＳ相談コーナーでは、相談者の方に新技術登録に関する説明などを実施しました。

技術事務所 事業紹介ブース開 催 概 要

災害対策用機械 屋外展示

ＮＥＴＩＳ相談コーナー

■名 称 ： 建設技術フェア202２ｉｎ中部
■開催期間 ： 令和４年１０月４日（火）・５日（水）
■会 場 ： ポートメッセなごや 第３展示館（名古屋市国際展示場）
■主 催 ： 国土交通省中部地方整備局・名古屋国際見本市委員会・

（公財）名古屋産業振興公社・（一社）中部地域づくり協会・
（公社）土木学会 中部支部

■展示規模 ： ３２６社・団体
■コンセプト： 建設現場のＤＸが未来を創る
■来場者数 ： １６,７８６人（過去最高）

 次回の建設技術フェアは、２０２３年１２月６日・７日にポートメッセなごやにて開催を予定しています。


